




































































































































































は、1960 年代に、「特異的普遍」という概念を提示した。とくに 1964 年、彼
はユネスコの「生けるキルケゴール」と題するコロックで発表をおこなった
際の原稿は、最終的に『シチュアシオン』の第 9 巻に、文字通り「特異的普遍 
universel singulier 」というタイトルで所収されている（24）。ここでサルトルは、













































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、その問題を解
0 0 0 0 0 0
いていないとしても
0 0 0 0 0 0 0 0 0
、問題に正面からたち向ったということであろう
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。彼の
言葉にしたがえば、外在的な「状況」が内在化され、内在化された「状況」





























































































ゲバラ Che Guevara, ホー・チミン Ho Chiminh の名まえがあらわれ、マル
クーゼの理論的な影響も大きいとされている（トロツキー Trotskii やロー





　一方、加藤周一にとっても、「68 年 5 月」は衝撃的な出来事であったようであ
る。加藤は「68 年 5 月」の学生たちについて、アメリカ、西ドイツ、フランス、













































































































　最後に、サルトル本人が「68 年 5 月」以降に、理想とする知識人像をどのよ












（ 1 ） 本稿は、2018 年 1 月 27 日に日本仏学史学会第 488 回月例研究発表会で報告した発表「特
異的普遍としての知識人―加藤周一とサルトル」を大幅に加筆修正したものである。ま
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